
 

 

 

  

 

６月１日(月)  待ちに待った一斉登校開始！ 

約２週間の分散登校を経て、全員が揃っての授業が

再開されました。ただ、元の学校に戻るのはしばらく

時間が必要です。「新しい生活様式」のもと緩めること

なく安全な学校生活を送ることができるよう、生徒の

皆さんも「自覚」をもって生活

してほしいと願います。 

 各家庭でも特に、検温の徹

底についてはご家庭でのご協

力をよろしくお願いします。 

 生命(いのち)の学習  感染防止に対する取組を通

して、我慢することが多く感じる人もいると思います。

でも、これは生徒の皆さんにとって、この実践は、「生

命(いのち)の学習」であると考えてください。 

 水難事故を防ぐために、遊泳禁止区域で泳がない。

交通事故に遭わない、起こさないために交通ルールを

守る。などなど、命に関わる事件や事故を起こさない

「心構え」と感染防止に取り組む際の「心構え」はつ

ながっています。先月号でも述べたように、「これくら

いよかろう」という弱さに負けず、自分自身とその家

族、そして目の前にはいないけれど、どこかでつなが

っている誰かの命を守る「心構え」とは何かを今学ん

でいるのです。下の詩「いのち」のように、人は見え

ないところで 支え(つながり)合っています。 

 

 

 

                        

                       

６月８日(月)    

学年ごとに「密」

を避けながら集会

という形で、とても

大切な「人権」につ

いて学びました。 

清水先生より、お互いに「人権・いのち」を守るた

めに大切にすることは、お互いにもっている個性を認

め合うこと。「個性」は、「背の高い低い」「運動が得意、

苦手」「勉強が得意、苦手」などその人が持っている性

質や特徴で、みんな違うもの。お互いにもっている違

い・個性を生かし合うことが大切であるということ。

違う個性・条件をもっているからこそ、共に過ごし生

かし合うこと、支え合うことでみんなが活躍できたり

新しいものを創り出せたりすることができる、という

ことを学びました。 

 

 

 

 

 

 その後、各学級で「人と人との関係」について考え

る学級活動を行い、思いの「伝え方」や「相手に対す

る配慮」について学びました。その際、ある学級で発

言している仲間の方に顔や身体を向けて聞いている

姿（右下の写真）が見られました。その姿を見て、あ

る本で読んだ言葉を思い出しました。「相手の想いは

見ることはできないけれど、思いやりは見ることがで

きる。それは、思いやりは相手への想いを行動に表す

行為だから。」 

このような相

手を大切にする

思いやり場面を

北中の教室でた

くさんみたいと

思いました。 

人 権 に つ い て 考 え る 

 

「新しい生活様式」 
１ 手洗い(特に給食前、移動教室後)  
２ マスク･ハンカチ(各自の責任として) 
３ 消毒(主に先生たちで行います) 
４ 検温の徹底(ご家庭のご協力含めて) 
５ 「３密」が重なる状況回避(みんなで呼びかけ

合って) 

い の ち   小海永二 

花です虫です からだです 鳥です 草です こころです 

それらはみんないのちです いのちはどれもひとつです 

いのちのふるさと地球もひとつ 風が吹き 雲の流れる地

球のうえに 要らないものなどありません 互いに支えて

いるんです 

見えない手を出し 声を出し 互いに支えているんです 

どれもひとつで どれにもひとつ 

全部が大切ないのちです 

一斉登校再開、油断せず「新しい生活様式」 
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「あいさつ」について一考 
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 コロナウイルス感染拡大防止対応として、保護者の

皆様もご存じの通り、本年度の PTCA 総会は中止とな

り、書面にて議案の提案および決議を行うことになり

ました。その中で新 PTCA 役員の方々の承認も頂きま

した。新 PTCA 役員のみなさん、よろしくお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

目標としてきた中体連夏季総

体が中止となり、大変残念な思

いをした３年生が多かったと思

います。しかし、６月１日の学年

集会において、３学年の先生か

らは、「目標がなくなったことは

残念だけど、後輩たちへ受け継

ぐもの（頑張るハート、礼儀、マ

ナーなど）を伝える事はなくな

っていない」という話しがあり

ました。すでに気持ちを切り換

えて部活動を引退した３年生も

いるかと思いますが、その人た

ちも含めて北中の部活魂を後輩

たちに伝えていってほしいもの

です。 

                                    

                          

 生徒会役員有志による朝の挨拶運動が始まりまし

た。 

 朝、生徒会役員が早めに登校し、登校してくる北中

生に向けて明るくさわやかな挨拶をしてくれていま

す。役員の皆さんは、

「北中のために、何か

やりたい！」「何か残し

たい」という想いで、自

分たちから進んで取組

を始めてくれたようで

す。その様子を見ていて、とてもすがすがしい思いに

なりました。役員の皆さん、ありがとうございます! 

 おかげで、登校してくる生徒の皆さんのあいさつも

「さわやかさ」や「温かさ」が増してきているように

思えます。 

  

 

 

 

  あいさつとは、なぜするのでしょう？ 

  あいさつする意味について、少し調べてみました。 

（１）「挨拶」の語源を紐解（ひもと）くと 

「挨」には「互いに心を開いて近づく」、「拶」

には「迫る」「近寄る」といった意味があるよう

です。つまり、「心を開いて、近づく」 

（２）あいさつは「あなたは大切なひとなのですよ」

と伝える最良の手段 

あいさつをする瞬間とは、お互いが、お互い

のおかげで生活していることを自覚し合う、か

けがえのない機会だそうです。 

「わたしは今ここに生きています」「目の前

にいるあなたとわたしは、この空間（学校）で

同じ時間を一緒に過ごす大切な関係です」とい

うこと。つまり、あいさつは、心を開き、相手

を同じ空間（学校）に生きる仲間として認め、

信頼関係を築いていく大切な一瞬だというこ

とです。 

北中生の皆さんは、どんな気持ちであいさつ

をしていますか？生徒会役員のあいさつ運動

をきっかけに、考えて見てはどうでしょう？ 

 

 

PTCA 総会議案 書面決議にて採択 

部活動がやっと再開できました！ 

生徒会役員による朝の「挨拶運動」はじまる 

＜７月の主な予定＞ 

6 月 26 日(金)～7 月 2 日(木)部活動試験休み 

6 月 26 日(金)生徒会総合専門委員会 

7 月 2 日(木)1 年生心臓検診 

7 月 3 日(金)前期中間考査、部活動再開 

7 月 15 日(水) 生徒会総合専門委員会 

7 月 17 日(金) 第 1 回英検 

7 月 20 日(月)～22 日（水）授業日 

＊ 要確認（夏休みが短縮しています。） 

夏休み前半…7 月 23 日(木)～8 月 2 日(日) 

夏休み後半…8 月 8 日(土)～8 月 16 日(日) 

※ 8 月 3 日(月)～8 月 7 日(金)は授業日です。 

     （午後からは、教育相談を予定） 

    ☆8 月 7 日(金)前期前半授業終了日 

    ☆8 月 17 日(月)前期後半授業開始日 

会 長 四元めぐみ さん  顧 問 木﨑 健逸 さん 

副会長 山部 晶子 さん  会計監査 宮脇 文江 さん 

副会長 田中 満義 さん  会計監査 大熊 千恵 さん 

副会長 小杉 美砂 さん 

書 記 小田 美保 さん 

書 記 松永 愛 さん 

会 計 井上 知子 さん 


